できるまでやる！日語精読（二）練習問題　第六-八単元　

なまえ＿＿＿＿＿＿

一.次のひらがなを漢字で書きなさい。（0.5×20=10）

１．れっとうかんを持つ　２．げんみつに言えば　３．はだの色が違う　４．ぜんそくになりやすい　
５．いおうの化合物　６．汚染物質のだいひょうかく　７．有害ガスをさくげんする
８．つうきん時のラッシュ　９．元々はこんけつという意味です　10．がいけんだけでは判断しない　
11．販売をそくしんする方案を考える12．せんれんされた作品　13．えいびんな感覚　
14．日本の心がやどる15．短歌からはせいした16．ちきが見つかる　17．人生の深いせいさつ
18．いっきょに飛躍させる　19.自然界へのいふの念　20．外部にいたくして作らせる
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二．次の＿＿線部の漢字の読み方をひらがなで書きなさい。(0.5×20=10)　

１．教育勅語を覚える　２．望ましい方法　３．ストーブを焚く　４．該当する車両　５．罰則を強化する
６．電気を蓄える　７．乗り心地がいい　８．来年度から施行します　９．法律の趣旨　10．代替燃料
11．繊細な心　12．素描作品　13．湧きあがる感情　14．慶弔の儀式　15．日常に束縛される
16．詩集を編纂する　17．日常茶飯の出来事18．古今の名作　19．風習に埋没する　20．厖大な数
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三.次の外来語を中国語に訳しなさい。(0.5×20=10)

１．ケース　２．スピーチ　３．リサイクル　４．データ　５．バッテリー　６．ブレーキ　７．モーター　
８．アイドリング　９．ジャンル　10．プロソディ　11.アンソロジー　12．センチメンタル　13．クリーン
14．ハーフ　15．チェック16．クーラー　17．イデオロギー　18．ポピュラー　19．プレッシャー　20．ハイブリッド
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四.次の文を中国語に訳しなさい。(1×10=10)

１．いつ果てるともない　２．一味違う　３．自分で自分の首を絞める　４．愛想がいい　５．毒づく　
６．鼻息が荒い　７．置いてけぼりを食う　８．あしざまに言う　９．巻き添えを食う　10．道化になる
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五．次の文の＿＿線部に入れるのに最も適切なものを一つ選び記号で答えなさい。(1×10=10)

１．開会時までに来ない者は欠席と＿＿＿。
Ａ　みなす　　Ｂ　させる　　Ｃ　まわす　　Ｄ　こなす

２．東北地方から華北地方＿＿＿＿＿乾燥した天気になるでしょう。
Ａ　ほどに　　Ｂ　のところに　　Ｃ　までに　　Ｄ　にかけて

３．アナウンサーの＿＿＿人前での話が下手だとはどういうことか。
Ａ　ために　　Ｂ　ように　　Ｃ　せいで　　Ｄ　くせに

４．日本は狭い＿＿＿＿、地方によってさまざまな特色ある気候が見られる。
Ａ　ところが　　Ｂ　とはいえ　　Ｃ　からこそ　　Ｄ　うえに

５．ここにいる人たちはそれぞれ日系人＿＿＿＿＿の問題を抱えています。
Ａ　ならでは　　Ｂ　だから　　Ｃ　ゆえに　　Ｄ　に限らず

６．京都は観光地としてよく＿＿＿＿＿＿＿＿＿。
Ａ　知っている　　Ｂ　知らせている　　Ｃ　知られている　　Ｄ　知らせられている

７．この問題を解決する＿＿＿、どれくらいの時間と金銭がかかるのだろうか。
Ａ　ように　　Ｂ　のに　　Ｃ　ために　　Ｄ　ゆえに

８．一人当たりの所得は年々増加＿＿＿＿＿＿。
Ａ　ずにいる　　Ｂ　しつつある　　Ｃ　しがちである　　Ｄ　せずじまいである

９．これは彼一人だけの問題である＿＿＿＿＿、我々皆が考えるべき問題でもある。
Ａ　しかなく　　Ｂ　ばかりで　　Ｃ　のみならず　　Ｄ　ではなく

10.法の下では国籍や性別を＿＿＿＿みな平等に扱われるべきである。
Ａ　問わず　　Ｂ　分けなくて　　Ｃ　区別しなくて　　Ｄ　画さず
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六.次の文章を読んで後の問いに答えなさい。（６×５=30点）

私が親元を離れ、一人暮らしを始めたのは27歳のときだった。27といえば決して早い独立の年齢ではない。それまでずっと親元にいたのは私の親が、ことに父親が女は結婚（　①　）一番の幸せ、と思っていたためで、一人暮らしをしつつ仕事で身を立てることなどもってのほか、と考えていたからだ。それを変えざるを得なかったのは、前の年の暮れ、私が独断で式の日取りまできまっていた結婚を、ただ嫌になったという理由だけで断り、親戚中を巻き込んで大騒ぎをした挙句、親子の間が妙にこじれはじめたからであった。無理にでも結婚させる、という父と、いやだ、と（　②　）私の対立は家の中を暗くするばかりだった。

これ以上この家にはいられない。そう思ったのは私ばかりでないらしく、独立の話を切り出すと、③父はしぶい顔でうなずいた。この先結婚もせず一人で生きていくのなら、しっかりした仕事を持たねばいけない。そのためには親に頼らず一人でやっていくのが一番だ、と母が言い切ってくれたのだった。

引越しの朝、その母が娘が不憫だと泣いているのを庭にいて立ち聞いた。無理もないのだ。その頃私はイラストを描く仕事をしていてろくな収入を得ることもできなかったのである。友人と飲むお茶代すら出せないような状態だったのだ。飢えたりはしなかったが贅沢はけっしてできない生活だった。スーパーの菓子売り場で甘納豆の袋を見つめ、来月こそ、と思ったこともあったのだ。

そんな耐乏生活を続けていたある日、私はプラスチックの米びつの中にセロテープでしっかり止めてある紙を見つけた。それは母が用意してくれた米びつで、引越す際その中に米をいっぱいにして渡してくれたものだ。食べ進んで残り少なくなった時現れたそれは、母の字で、お米を買うお金がなくなったらこれで買いなさい。健康に気をつけるように、と書かれた手紙と小さくたたまれた五千円札だった。④涙がこみ上げてきて私は泣いた。ずっとずっと泣いていた。

あれから六年、ずっと独身を通すだろう、と思っていたのにどういうわけか今は結婚している。おかしなもので、夫は母の手紙と五千円の話を聞き、私と付き合うことを決めた、という。

父がその手紙のことを知り、⑤「お母さんは出し抜いてずるい」といったというのもよかったのだと。　

ある時、母が夫に、あの時千円でもなく、一万円でもなく、五千円にした私の気持ちを娘はわかるだろうか、といっているのを聞いた。残念ながら私にはよくわからないが、ひょっとしてそれは、娘には一生わからない母の気持ちではないか、とまだ子供のいない私は思っている。

問１　（　①　）の中にはどんな言葉を入れたらよいか。

１　しか　　　　　２　だけ　　　　　　３　こそ　　　　　　　４　さえ

問２　（　②　）の中にはどんな言葉を入れたらよいか。

１　言い切る　　　２　言い寄る　　　　３　言い放つ　　　　４　言い張る

問３　③「父はしぶい顔でうなずいた」とあるが、その時の父の気持ちはどうか。

１　娘が家を出て独立することに賛成し心から喜んでいる。

２　娘と喧嘩をしなくてもよくなるので、ほっとしている。

３　娘を独立させたくないが、やむを得ないと思っている。

４　娘の独立に反対なので、怒っている。

問４　④「涙がこみ上げてきて私は泣いた」とあるが、なぜ泣いたのか。

１　厳しいことを言っていた母の思いがけない心づかいに接し胸がいっぱいになったから。

２　母の心づかいはうれしかったが、五千円では少なすぎるので悲しくなったから。

３　これでお米が買えると安心したら、それまでの耐乏生活の緊張感がゆるみ、思わず涙が出た。

４　五千円ではたいしたものは買えないのに、そんなこともわからない母の無知が悲しくて。

問５　⑤「お母さんは出し抜いてずるい」といった父の気持ちはどうか。

１　厳しいことを言いながら、かげで娘を甘やかしている母に手を焼いている。

２　自分の知らないうちにお金を娘にやるのはよくないと怒っている。

３　自分も本当は何か娘にやりたかったが、がまんしたのだから、母にも我慢させるべきだったと反省している。

４　自分も娘を思う気持ちは同じように持っているので、ずるいと言いながらも母の行為を認めている。　
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七．次の文を中国語に訳しなさい。（10点）

そこで、日本の歴史の節目節目の時代において、詩歌を風俗習慣への埋没から救出し、詩を詩そのものとして新たに光り輝かせようという激しい情熱が、「うたげ」のまっただなかで孤立を鋭く意識している傑れた詩人達の心をとらえたのだった。

八．次の文章を日本語に訳しなさい。（10点）
中国民族自古以来从不把人看作高于一切，在哲学文艺方面的表现都反映出人在自然界中与万物占着一个比例较为恰当的地位，而非绝对统治万物的主宰。因此我们的苦闷，基本上比西方人为少为小；因为苦闷的强弱原是随欲望与野心的大小而转移的。农业社会的人比工业社会的人享受差得多；因此欲望也小得多。
参考文献：『大学日本語(上級)下冊』嘎日迪 山本哲也 編著 大連出版社2004年
自学考試　練習問題はここでチェック！　 http://www.interq.or.jp/asia/redakama 
（c）red_web 2008　Dalian.CHINA
